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している。実習は 2 単位 90 時間で、3 年






































































































































は 3.9（SD=0.4、範囲 1-4）、「母性・命」は 3.7
表 1　母性看護学実習がライフコースに与えた影響 （N=93）
かなりそう思う 少しそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない
人　数 20 59 8 6 0








































総自己評価 看護過程 人間関係 母性・生命
ライフコースへの影響 0.081 －0.046 0.321 0.079








ライフコースへの影響 0.159 0.246 0.235 0.342















分娩項目 総自己評価 看護過程 人間関係 母性 ･ 命
平均 4.0 87.3 35.5 22.3 5.8 84.3 26.0 3.9 3.7
標準偏差 0.8 16.7 13.9 4.8 4.3 5.9 2.8 0.4 0.6
範囲 1-5 0-100 0-78 0-37 0-16 0-100 8-32 1-4 1-4
分娩項目：64 名
母性看護学実習が看護学生の描くライフコースに与える影響と看護学生による実習評価との関係
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あるという報告がある18）。今回の結果からも最も
経験できた時期は「褥婦・新生児」であり、同様
の結果であった。実習の自己評価点では、総評価
点と看護過程は 8割以上、「受け持ち褥婦と家族
との人間関係を築くことができる（人間関係）」、
「自己の母性・命についての考えを述べることが
できる（母性・命）」の項目については 9割以上
「述べることができる」と答える高い自己評価で
あった。
　技術経験項目では、ライフコースへの影響と総
技術経験項目、褥婦・新生児項目、分娩項目との
間に相関がみられた。褥婦・新生児期および分娩
期の看護は、対象者を受け持ち、看護を実践する
実習である。受け持ち対象との関りを通して自己
成長を促す機会が得られると報告されている14）。
学生は実習で実際に対象者と関り、看護技術を実
践できる多くの実習体験が、ライフコースをより
現実的に感じることに繋がったのではないかと予
測される。
　自己評価点の中で弱い相関がみられたのは、
「受け持ち褥婦と家族との人間関係を築く（人間
関係）」の項目であった。対象者である母親との
関わりから、「看護者になる自分を意識する」、「自
分自身も親になり子育てすることを想像する」と
いう自己成長を促す機会となり14）、実習における
人間関係の相互作用から出産観や人生観を考える
機会になると報告されている12）。本研究において
も自己評価点の ｢人間関係｣ で弱い相関がみられ
たことは、実習における対象者および家族との関
りが学生自身のライフコースと関係する可能性が
示唆された。
　母性看護学実習で体験を通して看護学生自身の
母性意識、児に対する感情が高まり、命の尊さを
感じるといった実習の学生自身の母性観および生
命に対する考えの深まりや変化が先行研究で指摘
されている5），	11），	13），	19），	20）。今回の結果では、「自
己の母性・命についての考えを述べることができ
る（母性・命）」と自己評価しているにも関らず、
ライフコースへの影響との強い相関は見られな
かった。これは従来の結果通り、実習により学生
自身の母性観および生命に対する考えは明確に
なったが、自分自身のライフコースに影響する具
体的なライフプランとは結び付かなかったからで
はないかと考えられる。
　技術経験項目および自己評価点では、ライフ
コースへの影響と褥婦・家族との人間関係の評点
との間に相関がみられたが、いずれの相関も弱
く、母性看護学実習とライフコースには、技術経
験項目と褥婦・家族との人間関係の要因が影響す
るのではないかという傾向にとどまった。この理
由として、まず、技術経験項目と自己評価点の提
出はそれぞれの母性看護学実習直後であるが、母
性看護学実習が自分のライフコースへ与える影響
についての問いは、全員がすべての実習が終了し
た時点であり、時間的な偏りが考えられる。また、
技術経験項目については学生の自己申請であり、
満足度および自己評価点と同じく、教員や指導者
による客観的な視点による技術経験の評価ではな
かった。実習の満足度および自己評価点が 8～9
割であったにもかかわらず、ライフコースへの影
響との自己評価点との相関は弱かったことは、実
践時に生じた感情の度合いが大きいほど、理性的
な評価へと転換させるのは困難で感性的評価にな
るといわれているように21）、自己評価が個人内の
客観的評価に至っていない可能性がある。
　本研究では、看護学生の将来のライフコースへ
の影響と実習における技術経験項目や自己評価点
との間には強い相関は見られなかった。これは、
検討した項目が母性看護学実習の実習記録から抽
出した実習評価に関するもののみであったこと
と、この他の要因については検討していないこと
が本研究の限界として挙げられる。今後は、経験
項目と自己評価について、具体的に何が彼女らの
描くライフコースに影響するのかを探索すること
が課題となる。母性看護学実習は、リプロダク
ティブ・ヘルスの視点から、妊娠から産褥期の女
性とその子どもと家族を通して、女性のライフサ
イクルを学ぶ。実習の体験を通して、将来看護師
として活動する彼女らがワーク・ライフ・バラン
スを意識し、将来を予測しながらキャリアを積む
ことや自らのリプロダクティブ・ヘルスを健全に
保つことにもつながるものと考えられる。看護学
生の将来のライフコースと実習における技術経験
項目や人間関係に関する自己評価点との相関がみ
られたことから、技術経験と対象者との関係性を
重視した母性看護学実習の展開が、これまでに指
摘されている技術体験による実習における達成	
感22），	23）や直接関わることによる対象者への理解
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に加え13），	24）、学生のライフコースに作用する効
果的な実習になるのではないかと考えられた。
Ⅴ　結　語
　周産期の家族への看護を主体とする母性看護学
実習が青年期女子のライフコースに与える影響は
大きいことが予測され、多くの看護学生がそれを
自覚していた。実習における技術経験項目や自己
評価点との弱い相関が認められたことから、母性
看護学実習の経験と対象者およびその家族との人
間関係が、看護学生の描くライフコースへ影響す
る傾向が示唆された。
付記
　本研究の一部は、35th	International	Association	
for	Human	Caring	Conference にて発表した。
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